
講 師：袖吉 正樹 氏 

    金沢市立玉川図書館担当館長補佐 

    小松市史専門委員 
 

時 間：午後２時～４時 

会 場：小松市公会堂１階 

第１･２会議室 
 

受 講 料：無料 

申  込：資料準備のため事前予約が必要 

     事務局(0761-24-5315)に申込み 

     当日参加も可能 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

第 238号 

平成 31 年 1 月 1 日 

小松市史編纂事務局 

へんさんだより 

明けましておめでとうございます 

 平成最後のお正月を迎えました。元来，正月は，｢年神様｣を迎え，歳(年齢)を重ねられたことを祝い，豊年

を祈る行事です。この｢年神様｣を迎え入れるために，各家では〆飾りをして，神聖な場所を拵えます。暮れの

大掃除は，年神様を迎えるための準備です。鏡餅がご神体として祀られ，年が明けると，御霊の宿ったこの餅

から１年分の力を授かるために，年魂(ﾄｼﾀﾞﾏ)として，家長が分け与えたことから，現在のお年玉に結び付き

ました。餅は特別な時にしか食べられず，また力餅でもあったので，年玉の餅は非常に有難かったのですね。 

今では現金が喜ばれますが…。さて，皆さんはどれだけの力餅を食べられたでしょうか。この年魂の力を読み

解きの力に替えて，ぜひ古文書講座に臨んでみましょう！ 

 

「古文書を読んでみよう」    ２月 16 日(土) 
   武家文書の基本となる「知行宛行状」，寺院文書は「御印書」などを読む 

「町方文書を読む」      ２月 24 日(日) 
   町人の「遺言状」，「家売買」など，町人生活の様子がわかる文書を読む 

「地方文書を読む」      ３月 ３日(日) 
   村役人(十村)から御郡奉行へ宛てた文書をとおして，村の様子を窺う 

① 文脈を覚える 

ある程度決まった表現があり，文章の流れ

から次に来る文章を推測しながら読む 

② 熟語や慣用語を覚える 

文章の流れから熟語などを知っておくと，

読み取りがしやすい 

③ 似た字のくずし方を捜す 

文章中から似た字を捜し出し，前後文章と

照らし合わせながら文字を推測する 

④ 字の形を覚える 

基本はくずし字辞典の引き方を覚える 

解読出来ない文字は部首から文字を捜す 

コツをつかむには古文書講座で学びましょう!! 

 

☆ 古文書を読むコツ 

バックは『安宅町文書』（小松市立図書館蔵） 

第 86･87･88 回 市史講座 古文書講座 



＜１月のカレンダー＞ 開室時間  10：00～17：00（火～金） ／ ９：00～17：00（土）  

小松市史編纂事務局（小松市立図書館 2 階） 

・住所 〒923-0903 小松市丸の内公園町 19 芦城公園内 

・TEL 0761(24)5315 ・FAX 0761(22)9763 

・E-mail hensansitu@city.komatsu.lg.jp 

・URL https://www.city.komatsu.lg.jp/soshiki/toshokan/shishihensan/index.html 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

＜事務局 12 月の活動＞ 

・12月 1～29 日  教育関係資料調査 

・12 月 ４日(火) 通史(中世・近世)小部会 

・12 月 7･13･21 日 教育編原稿(系統図)打合せ 

・12 月 ８日(土) 通史(生活文化)部会 

・12 月 ９日(日) 考古部会 

・12 月 18･26 日  教育編原稿(社会教育)打合せ 

・12 月 26･27 日  教育編資料撮影 

・12 月 27 日(木) 近現代関係資料調査 

・12 月 29 日(土) 教育部会 

 

 

 ＊     は小松市史編纂事務局が閉室しています。 

 

＜事務局１月の活動予定＞ 

・１月 ５日(土) 近現代関係資料調査 

・１月 14日(月) 教育部会 

・１月 24日(木) 通史(中世)部会 

・１月 31日(月) 近現代部会 

 

 小松産の石材は火山灰が固まった凝灰岩で，青み

がかった灰色の滝ヶ原石と，黄色い色調の観音下石

が建築材として使われ，特に，小松ではこれらの石

を使った石蔵が特徴的で，よく見かける。 

小松に，土蔵ではなく石蔵が多いのは，滝ヶ原石

や観音下石という良質で，石蔵を造るのにちょうど

いい硬さで，細工しやすい石材があったという幸運

もあったが，昭和５・７年の大火の際，石蔵が焼け

残り，蔵の材として見直されたからとも言われる。 

小松の石蔵の殆どは，大火後に建てられたもので，

古い石蔵はあまりない。 

また，漆喰の塗蔵の石蔵には，装飾が施される。

家紋や龍，唐獅子等の彫刻が見受けられるが，石材

である凝灰岩が浮彫に適しているからである。 

 

  

 

小松の歴史文化あふれる建築遺産を紹介!! 

『新修 小松市史 資料篇 15 建築』5,200 円 (税込) 

発売中 

登録有形文化財に指定

されている野田町の東

酒造場には東蔵，中蔵，

道具蔵の３棟の石蔵が

あり，地元産の観音下

石が積まれている。 

(写真は東酒造場の中蔵) 

小松の石材は，浮彫に

適していることから石壁

に雄壮な装飾が施されて

いるものも多い。 

(写真は松梨町の石蔵彫刻) 

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 

          １     ２     ３ ４ ５ 

６ ７ 8 ９ 10 11 12 

13 14 15 16 17 18 19 

20 21 22 23 24 25 26 

27 28 29 30 31   

 

『建築編』見どころ紹介（第７章 石蔵より） 

mailto:hensansitu@city.komatsu.lg.jp

